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報告　鹿児島大学かごしまルネッサンスアカデミー・

健康環境文化コース（第一期）における

社会人向けリカレント教育カリキュラムの開発と評価
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　鹿児島大学生涯学習教育研究センター准教授　小栗　有子

はじめに
鹿児島大学かごしまルネッサンスアカデミー・健康環境

文化コースは，鹿児島県や産業界と連携して低迷している

産業を活性化するという鹿児島大学の使命 1と，鹿児島の

環境と資源，文化と歴史の特色を活かし，学内外の意欲的

な研究者や実践家を組織しながら地域の自立的発展を展望

できる社会人を養成するという鹿児島大学生涯学習教育研

究センターの目標 2とを共に具体化させるプロジェクトと

して 2006年度からスタートした。このプロジェクトは，平

成 18年度科学技術振興調整費「地域再生人材創出拠点の形

成プログラム」として採択され，独立行政法人科学技術振

興機構（JST）を委託元とする最長5年間の委託事業である 3。

鹿児島大学生涯学習教育研究センターではセンター設

立の 2003年度以降，主に公開授業と公開講座を通して一

般市民を対象とした授業や実習を提供してきた。本年報で

もこれまで様々な形で報告されてきたように公開授業，公

開講座ともにそれぞれ一定の成果は得ているものの，公開

授業は一般学生向けの半期 15コマの授業を社会人に向け

て開放するものであることから授業内容自体は社会人に特

化されたものとはいえず，また公開講座は通常の場合，一

日や半日といった短期間で完結するものが多く，また地域

限定型の講座の場合は自治体レベルを想定して実施されて

いることから，全県的な視野で，かつ通年を通した社会人

向けリカレント教育カリキュラムの開発が課題となってい

た。こうした状況の中で，5年間の委託事業とはいえ，一

定の予算とスタッフ組織の裏付けを得て実施されるこの

プロジェクトには，鹿児島大学生涯学習教育研究センター

の使命を果たすうえで重要な，大学の資源と地域の資源と

県外の資源を総合的に活用した社会人向けの生涯学習カリ

キュラムの開発が期待されている。

本報告は，このような鹿児島大学かごしまルネッサン

スアカデミー・健康環境文化コースの初年度（第一期）に

おけるカリキュラム開発に携わった担当者の立場で本プロ

ジェクトのカリキュラム開発のプロセスと第一期段階での

評価について報告を行うものである。このため本報告では

まず本プロジェクトの成立経緯を述べた上で，健康環境文

化コースにおけるカリキュラム開発の理念と方法を特にそ

の検討の中心となった健康環境文化コース・カリキュラム

研究会の活動を中心に紹介する。その上で，カリキュラム

の目標と年間を通しての運営について，成績評価の目的と

方法，受講者交流会及び座談会，修了課題などを含めて報

告する。最後に第一期段階でのカリキュラム評価の方法と

課題を整理した上で今後の展望を示す。

第１章．鹿児島大学かごしまルネッ

サンスアカデミー・健康環境文化コー

スの成立経緯
（１）業務の全体構想と健康環境文化コースの位置づけ

鹿児島県の本格焼酎，黒酢などの醸造製品は，伝統と地域

の特性を活かした「もの作り」から生まれ，消費者の本物・

健康志向が追風となって，全国的に認知されている。一方で，

本県の雇用，所得などの経済や過疎問題などは厳しい状態に

あり，「もの作り」を新しい技術力と経営力によって発展させ，

地域再生をはかることが緊急の地域課題となっている。鹿児

島大学では，焼酎業界と県の協力の下，実学を重視した寄附

講座「焼酎学講座」を平成18年度に設置した。平成17年度には，

京セラ㈱の協力によって高い倫理感と経営実学を教授する「稲

1 国立大学法人鹿児島大学 ,平成 18年度科学技術総合研究委託費
委託業務成果報告書「科学技術振興調整費　地域再生人材創出
拠点の形成　かごしまルネッサンスアカデミー」，2007年 6月，
p.1

2 http://www.life.kagoshima-u.ac.jp/center/center.htm 「センターの紹
介」の「理念・使命」より

3 3年目に中間評価があり、その評価に基づき延長 2年の可否が
決定される
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盛経営技術アカデミー」をすでに設置している。これら学生

対象の人材育成機関と連動し，食産業従事者等の社会人を対

象として，世界へ向けての新製品開発能力，ブランド力を高

めるための経営センス，過疎や環境問題の理解，歴史や健康

といった醸造文化の教養を併せ持つ人材を育成し，地域の再

生と活性化に貢献させることが鹿児島大学かごしまルネッサ

ンスアカデミーの事業の主旨である。本事業では，伝統と地

域の特性を生かした醸造業を支える技能に科学的，文化的な

側面の裏づけを与え，世界へ向けての鹿児島ブランドを確立

できる人材，さらにブランド力を高めるための経営センスを

有する人材を育成するため，以下の３つのコースを設定した。

①　醸造・発酵関連の食品産業における安全と品質管理等に関

する高度技術を持つ人材を養成する「食の安全管理コース」

②　急速な技術革新や市場ニーズの変化に戦略的に対応できる

技術マネージメント力を持つ人材を養成する「経営管理コース」

③　歴史・文化，環境をはじめ健康・長寿の基礎知識など，

食を中心とした鹿児島の魅力を情報発信できる人材の養

成をめざす「健康・環境・文化コース」

本事業では，養成対象者を主として地域の社会人とする

ため，「食の安全管理コース」は夏季の短期間集中，「経営

管理コース」および「健康・環境・文化コース」は主とし

て休日や夜間の勤務時間外に開講し，養成対象者の便宜を

図った。なお，「食の安全管理コース」及び「経営管理コー

ス」の受講者には「健康・環境・文化コース」の一部を共

通必須コースとして受講させることとした（図 1，図 2）4。

図１

図２

（２）事業実施のためのスタッフ体制づくり

かごしまルネッサンスアカデミーでは，事業申請段階で

事業実施のためのスタッフ体制として，主任（プロジェク

ト）研究員 3名（各コース担当者１名），研究支援者 3名

の計 6名のスタッフ組織が計画されていた。健康・環境・

文化コースでは，受講対象者が 30名と他コースより多い

ことに加え，他コース受講者への共通必須部分のカリキュ

ラムも策定・運営しなければならないことから，事業実施

の決定後，直ちにカリキュラム策定を担当する主任研究員

の人材確保を行った。

主任研究員の人選にあたり，「健康・環境・文化コース」

が，今後かごしまルネッサンスアカデミーの目的に即して，

本コースが設定する目標に達成しつつ，委託期間終了後も

継続して事業展開できる仕組みを構築することが念頭にお

かれ，そのために主任研究員には図 3に示す 4点が業務と

してもとめられた。

①　本コースがターゲットにおく対象を明確にし，継続

的に受講者を確保する仕組みづくり

②　本コースがターゲットにおく対象に即したカリ

キュラムの編成，及び，そのカリキュラムを実施する

体制の整備

③　本コースを修了した人材が，その獲得した教養・見

識，及び技術をそれぞれの地域や職場に戻って発揮・

指導していくための条件の整備

④　委託期間が終了しても事業として継続できるため

の財源の確保等，関係諸機関との連携体制の構築

図３「健康・環境・文化コース」主任研究員の主要な職務

これらの諸課題に取り組み，本コースの体制を戦略的に

整備していくことが，「健康・環境・文化コース」主任研

究員の主要な職務とされたことから，このような本コース

の主任研究員には，健康・環境・文化のいずれか単独分野

での専門性ではなくこれらの三分野を包括する視点にたっ

た地域再生人材育成のための教育，すなわち「持続可能な

開発のための教育（Education for Sustainable Development」

の理論と実践に関する専門性が求められた。同時にまた

本コースでは学際的な領域を扱うとともに学内外の人材

をコーディネートする役割が求められていることから国際

的な視野に基づく研究業績も兼ね備えていることも求めら

れた。この分野は「国連持続可能な開発のための教育の十

年」などを背景に近年，急速に注目されている分野だが，

全国的にもこの分野の人材は未だ少数であったため，日
4 国立大学法人鹿児島大学 ,前掲書 ,p.1-2
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本における「持続可能な開発のための教育（ESD）」の牽

引役ともなっている「持続可能な開発のための教育推進会

議（ESD-J）」の関係者であり，海外におけるこの分野の諸

理論と実践をまとめた「IUCN報告書　教育と持続可能性」

の監訳を行うなどこの分野の研究実績をもち，かつ組織運

営の実績を有する専門家の中から本コースの主任研究員を

採用した。なお健康環境文化コースを含めた各コース担当

者は採用当初「主任研究員」として任命されたが，「主任

研究員（プロジェクト研究員）」では教員としての身分が

不明確なことから，各コース担当者は第二事業年度である

平成 19年度より「特任教員」に任命された。

また本コース担当教員の補佐役として 2007年 2月に研

究支援者の募集を行った。募集段階で予定された業務内容

は「カリキュラム内容に関する受講者や各講師との窓口と

なる業務全般の事務処理」「電話・ファックス等の渉外全般」

「ホームページの作成および更新作業」「教員の教育・研究

活動の支援業務」であり，週 30時間の業務時間数として

公募を行った。公募の方法は，独立行政法人科学技術振興

機構が運営する研究者人材データベース「JREC-IN」を通

して行った結果，10日程度の短い募集にもかかわらず約

10件の応募があった。応募者の中から書類選考及び面接を

行い，コース担当教員補佐及びカリキュラム研究補佐とし

て各 1名を採用した。

以上の経緯を経て，本コースでは，コース長（非専従）

のもと，コース担当教員１名，コース担当教員補佐 1名の

２名の専従教職員がコースのカリキュラム策定と運営を担

当するスタッフ体制が確保された。

（３）第一期受講生の募集と概況

　①第一期受講生の状況

鹿児島大学かごしまルネッサンスアカデミーでは，9月

25日に募集要項を発表し，「10月 6日（金）17時必着」と

の短期間での募集を行った。本コースの受講のための資格

･ 要件は「健康・環境・文化」のキーワードを活かし「鹿

児島の歴史・文化・環境をはじめ健康・長寿の基礎知識な

ど食を中心とした鹿児島の魅力を情報発信する意欲のある

人」とされた。

短期間での募集にもかかわらず本コースには 32名（定員

30名）が応募した。受講希望理由書をはじめとする書類を

審査した結果，応募者 32名全員に入学を認めたが 1名が申

請辞退を申し出た結果，受講者は 31名となった。受講者の

性別，年齢，職種・地域は，図 4～ 7に示すとおりである。

なお受講者の学歴は，高校卒業から大学院修了者まで多様

であり，職業は焼酎メーカー，黒酢メーカー，機能性食品メー

カー，食品流通業，小売業，飲食サービス業，宿泊業，航

空会社，県庁職員，社会教育指導員，とんぼ玉工芸家，健

康と食のコンサルタント，環境カウンセラー，税理士，生協，

退職者，主婦，求職者など多彩であった。

開講式の記念撮影

（３つのコース受講生が一堂に会した）
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研究職から販売職まで多様な職種の受講者が参加しています。

県内各地の受講者が参加しています。

　②受講の動機と目的

応募申請書に記載された本コースへの受講の動機では，

「鹿児島を元気に /変わるのは今，変えるのは私 /不足した

知識を補いたい。理系の人材を受け入れる企業不足が鹿児

島を生かしきれない原因ではないか。どう宣伝すればよい

のか，企業にはそのノウハウ的知識が不足。一方，私の不

足は，鹿児島をしらないことである。この両者をあわせれ

ば鹿児島をもっと元気にできるはず。（30代，女性，健康

食品コンサルタント）」「鹿児島に生まれ鹿児島に就職。し

かし，鹿児島の文化歴史は知らないことばかり。入社して

鹿児島の焼酎を語ることになった。そのためにはまず鹿児

島を知って情報発信せねば。（30代，男性，焼酎メーカー

勤務）」など，多くの人が鹿児島の食の魅力を知ること，

情報発信をすることの必要性を述べている。

2007年 4月に実施した受講者へのアンケート結果によれ

ば，コースの募集情報の入手ルートは図 8のように「マス

コミ」「会社からの案内」が上位を占めた。受講目的が図 9

のように「職務上で役立てたい」という回答が多くを占め

たことを併せて考えると，自分の仕事上で役立てるために

受講したというのが多くの受講生の目的と考えられる。な

お受講の目的が「職務」「ボランティア」とは別に「趣味」

という受講者がいた（図９）。本事業の目的とは異なると

もいえるが，こうした受講者の意識を「職務」「ボランティ

ア」などへと発展させることも本コースの使命といえる。

したがって応募時の受講目的だけで受講の可否を判定する

べきではないと考え受講を認めた。

第２章．健康環境文化コースにおけ

るカリキュラム開発の理念と方法
（１）事業・コースの目的とカリキュラム開発の目標

カリキュラムの開発において第一に教育機関や事業その

ものの目的が明確でなければならないが，本コースが位置

づく「鹿児島大学かごしまルネッサンスアカデミー」では，

「伝統と地域の特性を活かした醸造業を支える技能に科学

的・文化的な側面の裏づけを与え，世界へ向けて鹿児島の

ブランドを確立できる人材，さらにブランド力を高めるた

めの経営センス，過疎や環境問題の理解，歴史や健康といっ

た醸造文化の教養・見識を併せ持つ人材を養成すること」

が目的とされた。この事業全体の目的を踏まえて，「健康・

環境・文化コース」では，鹿児島の食を中心とした歴史，

文化，環境をはじめ，健康・長寿等に関する見識を身につけ，

かつ，世界的視野から鹿児島の抱える課題と現状を理解し，

鹿児島が今後向かうべき持続可能な社会の展望の下，鹿児
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島の焼酎をはじめとする醸造・発酵関連産業の意義と価値

について理解し，それらを県内外に情報発信し，自らの生

活・労働の場において，進んで鹿児島の地域の再生に取り

組む意欲と能力を有する人材を養成することを目的 (教育

理念 )とした（図 10）。

この目的を踏まえて，カリキュラム開発の目的とされた

のは，1)本コースがターゲットにおく対象を明確にし，継

続的に受講者を確保する仕組みづくりであり，2)本コース

がターゲットにおく対象に即したカリキュラムの編成，及

びそのカリキュラムを実施する体制の整備であり，さらに

3)本コースを修了した人材が，その獲得した教養・見識，

及び技術をそれぞれの地域や職場に戻って発揮・指導して

いくための条件の整備とともに 4)委託期間が終了しても事

業として継続できるための財源の確保等，関係諸機関との

連携体制の構築であった。

（２）カリキュラム研究会の設置と活動

「かごしまルネッサンスアカデミー　健康・環境・文化

コース」が具体的にどのような体制やカリキュラムをとれ

ば，より多くの受講生が集まり，全学的な連携体制のもと

で受けやすい充実した講義になるかについて，受講生，協

力教員，受講生を派遣する企業・自治体の要望等を踏まえ

て検討するために，月一度程度，生涯学習教育研究センター

においてカリキュラム研究会を開催した。メンバーは，県

内の食品関連産業や県及び自治体関係者（5名～ 10名程

度），生涯学習教育研究センタースタッフおよびその他学

内教員で構成された。議論の主な内容は表１に示したとお

りである。

研究会において検討された各論点の中で特に重要であっ

たのは，本コースのカリキュラム開発のためには，学内で

行われている既存の研究成果を反映させるだけではなく，

新たな知見を生み出すことが不可欠であるという点であっ

た。具体的な意見の例として「最近『ネーチャー』紙に

ワインの長寿との相関関係に関する論文がでたが，こうし

た内容であれば大学の教員が講義する意義がある。だが焼

酎や黒酢と健康の相関関係に関する研究はほとんど行われ

ていないため，新たにこの視点での研究を行いその成果を

コース受講生に還元していくという視点をもたなければ単

なる肥満産業の応援になってしまい，普段自分たちの言っ

ていることと自己矛盾してしまう（医歯学研究科教員）」

といった指摘があった。こうした議論を踏まえて，新たな

共同研究プロジェクトを立ち上げる必要性が確認され，研

表 1. 健康・環境・文化コースカリキュラム研究会の開催記録

開催日時 主　　　な　　　内　　　容

第1回（2006. 9.12）
募集要項案の検討、広報及び募集要項の配布方法の検討、入学審査の基準について、修了要

件について

第2回（2006.10.17） 
初年度応募状況の確認と選考方法について、「本コースがめざす地域再生のイメージとそのた

めの人材育成の位置づけ（開講式で配布する説明図）」について

第3回（2006.11.28） 『地域再生論』カリキュラム研究「焼酎クラスターによる地域再生」について

第4回（2006.12.19） 
財務省主査説明資料（来年度事業の骨子）について、健康・環境・文化コース研究計画（案）

について

第5回（2007. 4.26） 
4月15日実施の受講者アンケートの報告、第二期（2007年10月～2008年9月）に向けたカリキュ
ラム策定に伴う基本方針の確認

第 6回（2007. 6. 5） 第二期（2007年 10月～ 2008年 9月）に向けたカリキュラム策定に伴う基本方針の検討
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究予算の獲得を模索する方向性が検討された（表 2）。

カリキュラム研究会では，カリキュラム内容の検討はも

とより，その前提となる，県や業界が求める人材像やニー

ズの共有，資格化の検討など産官学の情報交換が行われた。

第３章．健康環境文化コースにおけ

るカリキュラムの運営
学校教育では，授業時間数をふまえて教育内容を編成し

たものが教育課程（カリキュラム）であるが，この教育課

程にもとづくもの以外の教育的作用もまた「隠されたカリ

キュラム」として，教育課程の目的を促進したり逆に無効

にしたりするものとして考えられている。そしてこの「隠

れたカリキュラム」は教育課程に基づく教育よりもむしろ

大きな影響力をもち，学校教育の本質をなすものとすら言

われている 5。本コースにおいては，コースの教育目的と理

念の全体像を明確にした上で，教育課程（カリキュラム）

の目標を設定したが，それとは別の「隠されたカリキュラ

ム」としての教育的作用についても考慮された。本コース

においては，それらは「成績評価の目的と方法」「受講者交

流会及び座談会」「修了課題の設定と修了課題報告会の実

施」そして「修了者への資格付与の検討」であったといえる。

以下にカリキュラムと隠されたカリキュラムの双方におい

てその概略をまとめる。

（1）健康環境文化コース（第一期）の教育目標と年間教育

カリキュラム

本コースでは，カリキュラム編成にあたりコースの教育

目的を達成するために，以下の教育目標を掲げた。

 ・ 世界的視野に立ち，経済，文化，環境の各視点から鹿児

島の位置と課題を確認し，持続可能な社会の基本的考え

を理解する。

 ・ 発酵メカニズムの基本を踏まえ，醸造・発酵食品の生産・

流通・消費・廃棄にいたる特性と課題について理解する。

 ・ 鹿児島の醸造・発酵文化を支えてきた思想，言語，社会

経済制度，生活技術の変遷，および，その意義について，

環アジア太平洋地域との関係で通史的に理解する。

 ・ 鹿児島の自然環境の特性と現状を科学的・実践的に理解

したうえで，鹿児島の醸造・発酵産業を支える地域資源

の持続的利用の原則と課題について理解する。

 ・ 科学的な視点から鹿児島の伝統的な食と環境，および，現

代の食と環境が健康に及ぼす影響や問題について理解す

る。

 ・ 本コースで獲得した知識を情報発信するために必要な各

種スキルを身につける。

この教育目標のもと表3の年間教育カリキュラムを策定した。

各クラスの授業内容を以下に示す。

表 2. 第 4 回研究会で検討された健康環境文化コース研究計画（案） 

名　　称 鹿児島県における醸造発酵文化を基盤とした地域再生人材の育成に関する理論的・実証的研究

目　　的

「かごしまルネッサンスアカデミー」及び「健康・環境・文化コース」の趣旨を踏まえ、かつ 2010年以
降の自立的運営のあり方も視野にいれながら、鹿児島県における醸造発酵文化を基盤とした地域再生人材

の育成に関する「思想研究」「制度研究」「カリキュラム研究」「人材組織開発研究」の視点から学内関連

部局との連携のもと理論的・実証的研究を行う。

研究プロ

ジェクト

（案） 

A 地域再生モデルとしての鹿児島の焼酎クラスターの成立過程と農山漁村における地域再生のあり方に関
する研究

B 鹿児島の醸造発酵文化の保護と伝承に関する研究

C 鹿児島の産業と暮らしを支える環境の維持管理に関する研究

D 焼酎や黒酢がヒトの健康に及ぼす影響に関する研究

E 情報発信スキルとしてのインタープリテーションと体験学習に関する研究

F 醸造発酵文化を基盤とした地域再生人材の育成カリキュラムと資格認定制度及び有資格者の活用に関す
る研究

5 鈴木敏正 ,教育学をひらく ,青木書店 ,2003,p178
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① 地域再生論

この分野は，本コースの総論部分にあたる。グローバリ

ゼーションが進展する世界動向の中で，鹿児島の位置と課

題を経済，文化，環境の各視点から明らかにし，今後鹿児

島が向かうべき持続可能な社会の展望を示す。持続可能な

社会とは，地域の環境保全と経済を両立させ，かつ，そこ

で暮らす人々が世代を超えて真の豊かさを追求する社会の

ことである。この講義を通して，そのような社会の実現を

阻む課題と，それを克服するために必要な基本的な知識を

習得する。

② 焼酎・発酵学の基礎

この分野は，鹿児島の焼酎をはじめとする醸造・発酵関

連産業の意義と価値を発見するために必要な知識の習得を

目指す。初心者でも，焼酎をはじめとする醸造・発酵食品

の種類やその製造工程を理解するために必要な発酵学の基

礎を習得できる講義を行い，自然界に備わる微生物の活力

を巧みに利用してきた先人の知恵と伝統的技術，および，

その後発展してきた科学技術との異同を理解することで，

今日の醸造・発酵食品の特性をおさえる。実際に焼酎づく

りの現場を視察することで，焼酎を中心とした生産・流通・

消費・廃棄の動向と課題について，実体験に基づいた知識

を習得する。

また，微生物の活動を食に限定せずにより広く捉え，微

生物の多様性・分類・働きの基本を踏まえつつ，土壌や水

域における自然浄化や物質循環の働きをする微生物と人間

活動との関係を追求することで，醸造・発酵関連産業の有

する価値を新たに発見する。

平成１８年１１月～平成１９年８月「かごしまルネッサンスアカデミー 健康・環境・文化コース」カリキュラム表

表３
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実習で焼酎メーカの工場を見学する

③鹿児島の文化と歴史

この分野では，焼酎文化をはぐくんできた鹿児島の文化

がどのようなものであったかについて考える。講義内容は，

「環シナ海経済文化圏における薩摩藩の歴史と地場産業の

形成」や「地域における飲酒の風俗と地域社会の成り立ち」

など薩摩焼酎文化の歴史のほか，大きく次の三種類から

なっている。一つめは文書，日記，記録などの文献資料を

使って，当時の人々の生活の一端を探るもの，二つめは竹

細工，焼き物などの有形資料を使って，人や文化の交流に

ついて探るもの，三つめは伝承，方言などの無形資料を使っ

て，生活の基盤となる人々の精神を探るものである。講義

ではこれらの課題に対し，鹿児島に生きてきた（生きている）

人々の視点から，できるだけ具体的にアプローチしたい。

この分野の講義を通じて「目に見える文化」と「目に見

えない文化」の関係についての認識を深めることにより，

他分野，他コースの講義の理解も一層深まるものと考える。

④鹿児島の自然と環境問題

この講義・実習は，次の３つの特徴をもつ。

一つ目は，鹿児島の環境を自然環境のみを切り取って扱

うのではなく，産業や暮らしといった経済的な営みや生計

との関係で捉えることに配慮している点。

二つ目は，一方的な座学の講義だけではなく，フィール

ド体験学習をセットにすることで，理論のみならず実践と

結びついた知識の習得を目指している点。

三つ目は，「鹿児島の水」を切り口に全体のカリキュラ

ムが構成されている点。（自然のメカニズムを理解する最

も基本概念である「循環」を「鹿児島の水」を通してその

原理原則を理解し，その上に人間の経済的営みや産業に地

域資源を活用していることを認識する）

水産学部の練習船に乗り錦江湾の海底土壌調査を行う。
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⑤鹿児島の健康と長寿

この講義は，焼酎を中心とした鹿児島の食や環境が健康

に及ぼす影響を，長寿との関連から，また肥満，糖尿病，

高血圧，高脂血症といったメタボリック症候群やメンタル

ヘルスの問題から，さらに臓器，器官のレベルでの健康と

いう視点から講義を行うものである。

焼酎をはじめとする伝統的な鹿児島の食や環境と健康と

いう問題を科学的な視点からながめ，現代社会における位

置付けを明確にすることが目的である。 救急法について学ぶ
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必修科目である「鹿児島の長寿と健康」においては，焼酎，

特に黒糖焼酎と長寿の関係，環境要因として，例えば奄美

の海や豊かな自然とストレス，メンタルヘルスの関係を，

疫学的手法に基づくデータをもとに講義が行われる。「食

生活と健康」では，メタボリック症候群や悪液質という体

重の両極端の異常をとりあげ，その成因，病態と鹿児島の

食の役割や限界について率直に述べ，今後の展望に関する

議論が行われる。
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⑥情報発信スキル

この講義・実習では，本コースで獲得した知識を情報

発信するための実践的なスキルを学ぶ。地域再生のため

の人材には，先人が積み重ねてきた多くの蓄積の中から，

新たな知を再発見・創造し，情報を発信・共有すること

が求められる。本科目では，そうした知の創造と共有に

必要な総合的なスキルとして，受講者の活動分野や興味

関心に応じた少人数のグループを構成し，「私たちの地域

再生プロジェクト」をテーマに企画書を作成し，プレゼ

ンテーションを行うことを修了課題とする。この修了課

題に向け，受講者が本コースを通して再発見・創造した

知を，コース修了後それぞれの状況に応じて発信・共有

するための個別スキルとして，「楽しい科学のインタープ

リテーション」や「焼酎蔵元とインタープレイテーション」

などのインタープリテーションスキル，「企画プランニン

グ」や「広報とブランドイメージ戦略」などの事業コーディ

ネートのスキル，「ポスター・チラシの製作」や「企画書

づくりとプレゼンテーション技術」などのプレゼンテー

ションスキルを身につける。

なお，講義・実習日を平日夜や土日に組んだことについ

て，受講生の間からは募集時にも公表していたこともあり，

大きな不満はみられなかった。毎週連続して講義・実習が

配置されることには負担増を訴える声もあった。必修クラ

スの配置などカリキュラム上の課題はあるものの平日夜や

土日を中心に講義・実習を配置するという方針については

今後も維持してよいと考えられる。今後，受講者の幅を主

婦層などに拡大していこうとする場合には平日日中の開講

も検討すべきであろう。

（2）成績評価の目的と方法

成績評価は，コース担当教員側が受講生の理解度を把

握するとともに，受講者自身が受講内容を自ら振り返る

ことを目的に実施した。成績評価は，①そのクラスの授

業の内容が７割程度は理解できているか，②授業の内容

を理解した上で自分の考えを述べられているか，の 2つ

の観点により実施した。受講生には講義終了後３週間以

内での提出期限を設けてレポート提出を課し，「合格」ま

たは「不合格」の２段階で評価を行った。講義の欠席者

については担当講師と相談し救済処置として欠席者用レ

ポート課題を課し，合否判定を行うこととした。だが，

必修クラスが事情により出席できない受講生やレポート

提出が指定の期日に間に合わないなどの理由でそのまま

では修了要件を満たすことができない受講生がいた。ま

た「合格」「不合格」の二段階評価では，期限内に提出し

た受講生と，正当な理由があるにせよ期限を超えてレポー

トを提出した受講生が同じ評価になってしまうという問

題が生じた。そこで修了要件を満たさない受講生につい

ては補講を実施するなどの措置を講じたほか，当初，「合

格」「不合格」の二段階だった成績評価の方法を，「優」「良」

「可」および「不可」の四段階に変更し，「優」「良」「可」

を合格とする方法に変更した。この措置により，欠席ま

たはレポート提出が遅れた受講者に対しても弾力的な成

績評価が可能になった。

（3）受講者交流会及び座談会

健康・環境・文化コースの受講者同士の交流の場を設け

ることで受講者同士の連携や相互支援を促すこと，コース

の運営方法やカリキュラム内容に受講者の声を反映させ

ることを目的に交流会と座談会を行った。交流会は 2007

年 3月 10日（土）の 16:30-17:30に 名刺交換会を参加者

30名で行った。また座談会は 2007年４月 15日（日）の

16:30-17:30に コースの運営方法やカリキュラム内容に関

する意見交換会として行い参加者は 18名であった。

座談会での参加者の意見として「このアカデミーは広報

が足りないのではないか。知り合いにこのアカデミーのこ

とを話してもほとんどの人が知らない」「実際受けてみて，

大学の教養部のような印象をもった。現状に満足している

がもっと専門的なことも学びたい。ここを出た人が大学や

大学院に入れる仕組みをつくってほしい」「欠席してしまっ

た授業を再受講することはできないか。補講などもあると

よい」「この講座への受講動機として，噂だとか根拠のな

い主張ではなく，本物の確かな知識を身につけたいと思っ

た」「鹿児島はいずれ新幹線で福岡とつながれば，経済的

なメリットは皆福岡にもっていかれてしまうのではない

か。今のうちに何とかしなければと思う」など様々な観点

からの発言があり，受講者同士の継続的な交流方法や同窓

会組織のあり方についても話し合われた。

（4）修了課題の設定と修了課題報告会の実施

修了課題は，健康・環境・文化の視点にたった鹿児島県

内の地域再生のあり方について受講者自身が一年間の学び

の蓄積をもとに，社会へ提案・発信するという体験の場を



降旗信一・小栗有子　報告　鹿児島大学かごしまルネッサンスアカデミー・健康環境文化コース（第一期）における社会人向けリカレント教育カリキュラムの開発と評価

－ 83 －

提供する目的で設定された。この修了課題の報告会は修了

課題の成果の共有とともに，情報発信スキルとして，受講

者自身がマスコミに取り上げてもらえるように工夫と働き

かけを行う機会としても設定された。修了課題はコースの

年間の学びの集大成ともいえるが，具体的な学びの過程と

しては大きく以下の４段階にわけられる。

①各個人の企画立案

2007年 6月 16日　川北秀人講師「事業コーディネート

スキル」で「自分の思いを形にしよう」とこれまで学んだ

ことを活かして製品・事業の第一案づくりを行った。最初

に，各地のコミュニティビジネスにおいてどのような製品

やアイデアづくりが行われているかの事例を示した後，受

講者それぞれのアイデアを「製品・活動の名前と主な特徴」

「その製品・活動の強みや求められる理由」「実現するた

めに誰にどんな協力を求めるか」「主な課題や克服すべき

ポイント」の４つの項目で表現した。その後，受講者がお

互いのプランをみながら建設的な質問や助言をしあい，グ

ループごとに話し合いながらプランを具体化した。

なお修了課題報告会を大学関係者だけを対象に実施する

のか，一般市民を含めた学外に広く情報発信するのかにつ

いて，この時点まで方針が決まっていなかったが，この日

の作業を通して具体的な企画が見えてきたことから，一般

市民を含めた学外に広く情報発信する方向で会場の予約な

どの準備作業を開始した。

②プレゼンテーションスキルの学び

6月 27日　四元重美講師「プレゼンテーションスキル」

で「広告・ＰＲ表現大作戦」として製品，サービスの魅力

の伝え方を磨く方法を学んだ。講師からのさまざまな事例

紹介の後，受講生たちが「事業コーディネートスキル」で

考えたプランの中からいくつかを講師が実際に「広告・Ｐ

Ｒ」デモ作品として示したことで受講生たちは修了課題

報告会に向けより具体的なプレゼンテーションづくりのイ

メージを持てるようになった。この日から各受講生は 8月

の修了課題報告会に向け，本格的な準備に入った。

③自分のプランづくり

7月は修了課題報告会での発表に向け，補講で講義のエッ

センスの確認，フィールド調査やディスカッションを行い

ながら受講生は各自で自分のプランを練った。

フィールド調査では，垂水市の大野ＥＳＤ自然学校の視

察を行い，自然学校の現状と課題を職員にヒアリングを実

施した。また補講でこれまでの講義のエッセンスの再確認

を行い，グループで各自のプロジェクトについての検討や

各プロジェクトについてコース担当教員との間で個別の検

討を行った。

④当日の発表と参加者からのフィードバック

2007年 8月 25日，ドルフィンポートにて修了課題報告会を

実施した。当日は，午前中に会場設営と準備，午後 13時より

開場し，学長，各コース長挨拶のあと，一人5分でプレゼンテー

ションを実施した。会場でのアンケートにて一般市民による

評価を行った。アンケート回答者には協賛企業からの協賛品

をプレゼントした。このほか，受講生有志による実行委員会

が当日の司会やチラシ・ポスター作製や県庁記者クラブでの

各自のアイデアを表現した後、仲間から助言をもらう。 事業コーディネートスキルの講義風景
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事前記者発表など運営全般を行った（図 11）（図 12）。

（4）修了者への資格付与の検討

修了者への公的資格の付与についてはコース開始時点か

ら検討されたが，受講者アンケートにおいても資格付与を

望む声は「かなりそう思う」「そう思う」の意見が 24名中

20名（83%）と多数からの要望があった。具体的には「目

標や励みになる」「学んだことを生かせるチャンス」「一年

間学んできたことを表すものがあるとよい」「鹿児島スペ

シャリストではどうか」という声があった。受講者は毎回

のレポートなどで成績評価をされ，そのクラスのテーマに

関して一定の知識・技術・経験を有していることを担当講

師である各教員から認定されている。評価委員からも公的

社会教育・生涯学習機関，各種 NPOとの連携の上で ｢地域

図 11　受講生が作成したポスター 図 12　当日のパンフレットより抜粋

発表会場に掲示した各自のポスター プレゼンテーションの様子
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再生 ｣ のための資格付与を推奨された。一方，資格制度は

ひとたび開始すれば，鹿児島大学には長期的にその制度を

維持継続することが求められる。このため，最終的にはア

カデミー全体として，2007年 9月の第一期受講者の修了式

において修了者に修了証を授与することになった。資格化

については今後の課題といえる。

第４章．カリキュラム評価の方法と

その課題
本コースでは，カリキュラムの評価を「受講者からの評

価（アンケート，座談会）」「第三者による評価」として実

施した。このほか「講師からの評価」や「受講生の派遣元

からの評価」も試みようとしたが時間的制約から十分な形

で実施できずこの点は課題として残された。

（１）アンケート調査

各クラスのアンケート調査を行った。質問項目は「申込

時の受講目的に役立ちましたか？」「教養，見識を高める

のに役立ちましたか？」「講義・実習の内容に満足されて

いますか？」「講義・実習の方法，進め方について満足し

ていますか？」「講師の話し方やスピードについて満足し

ていますか？」「教材について満足していますか？」とし

た。この６項目について，受講生は「１」全くそうは思わ

ない「２」そうは思わない「３」どちらともいえない「４」

そう思う「５」かなりそう思う，の五段階評価で評価した。

また各クラスの内容に対する個別の意見・要望も自由記述

方式で回答してもらった。さらにコース全体の運営方法に

ついても 2007年 4月にアンケートを実施したところ，図

12～ 15のような回答結果であった。

図12　① 講義時間や日程の設定「各講義の時間や日程の設

定は適切でしたか？」 

図13　② 受講しやすい日時「各講義の時間や日程の設定は

適切でしたか？」（複数回答）

 

図14　③ レポート課題（回数，提出期限，テーマなど）

について満足していますか？

 

図15　④ 全体への満足度「当初の受講目的に対してアカデ

ミーは満足いくものでしたか？」 

（２）外部評価

本コースのカリキュラムに関連する分野の専門家として

野村卓氏（和光大学講師，当時）を 2007年 4月 15日 (日 )

に招聘し，焼酎・発酵学の基礎分野・ＥＳＤの視点担当
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の専門的立場から現行カリキュラムへの評価と第二期カリ

キュラムへの提言を依頼した。その際の主な観点は「観点

１．現行カリキュラム（科目やクラス配置）や運営方法は，

アカデミー及びコースの目的・目標に対して適切か？ 」「観

点２．第二期カリキュラム策定にあたり留意すべき点や

改善すべき点があるとすれば何か？」であった。野村氏よ

り「本コースを伝達型学習の場として設定するのではなく，

対話型学習の場として機能するように配慮すべき」「情報

発信スキル」を企画・意見提言ノウハウだけでなく，意見

共有・共同のための対話型学習の仕掛けを組み込む必要が

ある」「『地域再生の主体者』は知識習得とともに，『活用

の場を創造』できることが求められる。」「消費のあり方と

価値観が一体になった『地域再生』の取り組みが求められ

る」「公的な社会教育・生涯学習機関，各種ＮＰＯとの連

携は不可欠」といった具体的な方針や個別カリキュラムに

関する改善点が指摘された。

（３）評価に基づく第二期への改善点

① 教育目標の設定と，科目・クラスの配置

本コースの教育目標と科目・クラスの配置について，概

ね予定どおり運営されており，全体への満足度も 70.8%（24

名中 17名）が肯定的な評価をしていることから，受講者か

らは概ね肯定的な評価を得ている。一方，全体への満足度

に対して「まったくそう思わない」という受講生もいるが，

この受講生は「焼酎学講座の公開版と感じていたので期待

とのギャップが大きかった。」と述べており，より専門的な

内容を期待していたものと考えられる。このような受講生

の期待とのミスマッチを避けるためには第二期以降は募集

段階でのシラバスの公開なども検討する必要があろう。

②出席とレポート課題

受講者からの声として，欠席の場合の救済措置を求める

声や，レポート課題の負担軽減などを求める声が高い。レ

ポート課題については，４月以降，記入方法を改善する措

置を講じた。欠席者への対応については，今期は，当初，「合

格」「不合格」の二段階だった成績評価の方法を，「優」，「良」，

「可」および「不可」の四段階に変更し，「優」，「良」，「可」

を合格とする方法に変更することで対応した。この措置に

より受講者にも弾力ある成績評価が可能になるので第二期

についてはこの改善措置の効果をみて対応を検討する。

③必修クラスについて

必修クラスが平日夜に開講されている場合，受講者に

よっては業務の関係で出席できないケースがあった。また

選択必修とされている実習クラスに関しても諸事情により

どれにも参加できないケースがあった。第二期以降は，必

修クラスは必要最小限にとどめ，またやむをえない理由に

より欠席せざるを得ない場合のために救済措置を整備して

おく必要があろう。

④講義・実習の内容や進め方等

講義・実習の内容や進め方等の改善点については，右記

の表４に示す。

健康・環境・文化コースでは，コースの教育目標と科目・

クラスの配置について受講者からは概ね肯定的な評価を得

ており，食を中心とした鹿児島の魅力を情報発信するため

に必要な基礎知識の提供がなされた。一方，受講生の期待

とのミスマッチを避けるためには第二期以降は募集段階で

のシラバスの公開なども検討したい。平日夜や土日を中心

に講義・実習を配置するという方針については今後も維持

してよいと考えられる。修了者への公的資格の付与を望む

声は高いが資格制度はひとたび開始すれば長期的にその制

度を維持継続することが求められるため大学としての方針

の決断が求められている。また資格の付与を行う場合には

県や関連業界と協議の上で進めるべきといえる。食を中心

とした鹿児島の魅力を情報発信するための同窓会組織につ

いては受講者からの肯定的意見があった。今後，同窓会組

織の目的や運営方法を具体的に検討し受講者に示す必要が

あると考えられる。欠席時の救済措置や，レポート課題の

負担軽減など方法，必修クラスの日程や時間数について今

後の改善が必要といえよう。講義・実習の内容や進め方等

についても受講者からのフィードバックをもとに今後，個

別具体的な改善策を講じていきたい。

終章 .今後の展望
鹿児島大学かごしまルネッサンスアカデミーは，社会人

のリカレント教育の視点からいえば，冒頭でもふれたとお

り次の特徴がある。それは，鹿児島大学がこれまで一般社

会人に対して門戸を開いてきた，学部や大学院，科目等履

修生や公開講座，昨今における公開授業とは異なる新しい

目的と内容をもつ社会人向けの教育プログラムであること

だ。たとえば，期間が 10月開講，9月修了の 1年間であり，
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修了要件はコースによって異なるが，101時間から 201時

間（96～ 74講義・実習）に設定されており，開講目的が，

鹿児島の地域再生を担う人材養成に特化していること（具

体的には，鹿児島の醸造や発酵を中心とする食産業と文化

を地域再生の手段として活用できる人材を養成すること）

が挙げられる。これらの内容は，ここまで報告してきたと

おり，高等教育機関としての大学が，本来担ってきた学士

や学位の授与のために確立してきた制度や仕組みとは異な

る体制の構築を求めるものといえる。

生涯学習教育研究センターの設置を始め，科目等履修制

度や公開講座制度の導入といった社会に開かれた大学を求

める波（政策誘導と連動した社会の要請）は，これまでに

も二度押し寄せており 6，今回に始まったことではない。

しかし，かごしまルネッサンスアカデミーの開設が，従来

と決定的に違うのは，国立大学法人法の施行（平成 15年）

表４

項　　　目 課　　　　題 解　　決　　策

ア．成績評価および修了要件 必修クラスが事情により出席でき

ない、レポート提出が指定の期日

に間に合わないなどの理由で修了

要件を満たすことができない受講

生がいる

当初、「合格」「不合格」の二段階だった成

績評価の方法を、「優」、「良」、「可」および

「不可」の四段階に変更し、「優」、「良」、「可」

を合格とする方法に変更する。この措置に

より、欠席またはレポート提出が遅れた受

講者に対しても弾力ある成績評価が可能に

なる。

イ .カリキュラム全般 受講者が各自の許容量を超えて履

修する傾向が強く、レポート課題

などが加重な負担となっている。

各科目の中のクラスの位置づけを受講者に

知らせる機会として、第二期では各科目コー

ディネーターの講義を各科目の概論として

実施し、その中で科目の目標や各クラスの

位置づけを伝える。さらに必修科目および

修了要件についても受講者に加重な負担と

ならないように見直す。

ウ．講義・実習の内容 受講者の予備知識と講義内容に

ギャップがあるため、用語など受

講者にとって難解でわかりにくい

ケースがみられた。

・ 受講者アンケートの結果を講師にフィー

ドバックすることで次回以降の講義に役

立ててもらう。

エ．講義・実習の方法、進め方 ・ 実習への要望が高く、また実施

した実習は好評だった。一方、

実習の導入には講師の負担への

配慮も必要と考えられる。

・ 講義ではディスカッションなど

が少なく講師から受講者への一

方通行的になってしまうケース

がみられた。

・ 第二期は、講師への負担も考慮しつつ各

科目に一回は実習をとりいれるよう配慮

する。

・ ディスカッションの時間をとるために少

人数クラスの設定などを検討する。

オ．講師の話し方やスピード ・ 講師によっては、「話しのスピー

ドが早い」「声がききとりにくい」

などの感想があった。

・ マイクを適切に使用するこ

・ 受講者アンケートの結果を講師にフィー

ドバックすることで次回以降の講義に役

立ててもらう。

カ．教材 ・ 配布資料が不十分との声が多く

きかれた。

・ 将来のテキスト制作を視野に入れて、第

二期では共通のフォーマットで資料準備

を行う。

6 第一の波は昭和56年に中央教育審議会答申「生涯教育について」
が出されたころであり、第二の波は、平成 2年に生涯学習の振
興のための施策の推進体制等の整備に関する法律（生涯学習振
興法）が施行された以降のことである。
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に基づき設置された国立大学法人設立後の動きであるとい

う点である。また，平成19年の学校教育法の改正を受けて，

大学では従来の学位プログラム以外の特別の課程を設置

し，履修証明書を発行することが制度上可能になった。以

上の流れの延長に本アカデミーを位置づけ直してみると，

当事業が最短で 3年，最長で 5年の委託事業であったとし

ても，これらの期間で積み上げてきた経験と実績をその後

の鹿児島大学の特色としてどのように取り込んでいくのか

が，課題となってくるであろう。ただし，現状においては，

社会人のリカレント教育機関としての大学の役割や，その

拠点として設置された生涯学習教育研究センターの位置づ

けが，学内において十分に認識が高まっているとは言い難

い。

平成 18年度に採択された科学技術振興調整費「地域再

生人材創出拠点の形成プログラム」は計 10件であるが，

その中で鹿児島大学の特色は，その養成人数の圧倒的多さ

にある 7。 他大学では大概，年間（場合によっては 2年間）

で 10名前後の養成を目標としているのに対し，鹿児島大

学では年間 50名の養成を謳っている。焼酎・発酵産業を

中心とした食産業の振興による地域再生の実現のために，

鹿児島大学が選択したのは，技術力や経営力の向上のみな

らず，過疎や環境問題の理解，歴史や健康といった醸造文

化の教養を高めることであり，さらにその養成される対象

者としては，技術者と経営者のみならず，広く市民に対象

を広げ，地域リーダーや一般消費者へのメッセンジャーと

して養成することであった。少数精鋭というよりは，むし

ろ広く学びの機会を市民に提供する点に鹿児島大学の特徴

があるとえいよう。

ミッション高く始まった本事業は，否応なく評価の目に

さらされることになる。特に，最初の課題設定に対して数

値として見えるかたちの成果が委託元による中間評価では

求められてこよう。また，本事業が，鹿児島県や業界等と

の協力のもとで，本県の地域再生を担う人材を養成してい

くものである以上，県や業界等とは，養成プログラムの内

容にとどまらず，プログラム修了後の養成者の活躍の機会

創出やその効果等についても意見のすり合わせをしていく

ことが求められる。そして，そのような要請にこたえられ

るだけの学内体制を整えていくことができるかも重要課題

となる。本アカデミーは，開始されたばかりであるが，委

託終了後を見据えながら，鹿児島大学として提供する，正

規プログラム（学士・学位）ではない教育プログラムを通

して，人材養成の観点から地域に何をどう還元できるのか

が鋭く問われている。与えられた境遇の中で次年度以降も

試行錯誤を重ねていきたい。

7 平成 18年度に採択された課題については、http://www.jst.go.jp/s
hincho/ を参照のこと。（最終確認日　2008年 9月 30日）


